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エンサイクロペディア - Michael Kühnen 
  

58 - 階級闘争 
  

   マルクス主義の思想にとって、階級闘争は、遠大な歴史の動く原理を表

し、それによれば、生産関係とそこから生じる階級闘争によってのみ、運

命的に決定されることになっている。この理論によれば、封建制からブル

ジョアジーの支配へ、ブルジョアジーからプロレタリアートの独裁へ、そ

して最後に、生産手段の共同所有と支配構造のない階級なき社会への移行

は、階級闘争において必然的かつ不可避的におこるのである。マルクス主

義にとって、国家は、階級闘争における搾取階級の道具に過ぎず、生産手

段の私的所有権を維持するために役立ち、これが世界中で排除されたとき

に滅びるのである。 

   政治・経済理論としてのマルクス主義はとっくに反論され、宗教の世俗

的代用としてのみ生きている。そこでは、階級闘争は人類の発展の表現で

あり、それは必然であるとか「科学的に証明されている」とさえ誤ってみ

なされているのだ。 

   これに対して、国家社会主義は、必然的で避けられない中間段階と最終

状態を持つ歴史的決定論は知らないが、自然法則によって決定される生命

の法則は知っており、世界史の結果を予測することはできないが、どの原

因がどの結果につながるかについての記述は可能である。 

   国家社会主義の科学的認識論としての生物学的ヒューマニズムが認める

生命の三大法則は、次のとおりである。  
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   生存競争における遺伝、分化、淘汰。この観点からすると、人種間の闘

争は世界史の動く原理です - ただし、終わりが決まっている運命的な歴史

の流れとしてではなく、自然の不変の法則に従って種の保存と発展を目指

し、人種と民族の適応と生存を求める開かれた闘いとしてです。 

   とはいえ、国家社会主義は、階級闘争の存在も認めており、搾取する一

団と搾取される大衆が互いに対峙している。しかし、階級闘争は、生産手

段の私有に基づくものではなく、利権への隷属に基づくものであり、それ

は、国内だけでなく、国際的にも同様である。したがって、国家社会主義

は、利権の束縛を打破することを要求する。たとえば、国家社会主義ドイ

ツ労働者党の党綱領の第11項では、次のように述べている。 

   階級闘争は、自由資本主義の社会秩序においても、マルクス主義の社会

秩序においても、国家的事実であると同時に、国際的事実（利権に依存す

る人民の搾取）である。この階級闘争において、国家社会主義は、労働者

運動の歴史的継承者として、一貫して、被搾取者の側に立ち、人民の自由

のために立つ。それは、最終的に、労働倫理を通じて、利権の束縛を打破

し、民衆的社会主義を実現し、コーポラティズムの社会・経済秩序を通じ

て、階級闘争を勝利的に終結させる--こうして真の民衆共同体を創造する

のである。 

  
59 - 会社 

  

   コーポラティヴィズムは、国家社会主義によって追求され実現された

ヴェルキッシュ社会主義の目標を実現した後の国民経済の組織形態であ

る。資本主義は、国民経済の機械的な組織形態であり、人間の最低の本能

である妬み、エゴイズム、所有欲に基づいているのに対し、コーポラティ

ズムは、その原理が有機的な国民経済を実現するものである。 
  

りえきよりこうえき 

  

   このように、コーポラティヴ主義は、国家社会主義者の労働者倫理に基

づくものである。自分の場所で、自分の傾向、能力に従って、自分の全力

を尽くして、民族共同体のために働く者は皆、労働者である-これが、国

家社会主義が人間を教育する方法である。しかし、来るべき国家社会主義
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人民国家（国家を参照）では、すべての労働者は、職業的な線に沿って構

成された大企業において、それぞれの仕事の分野に従って組織され、それ

によって、単一の大きな労働戦線を形成することになる-これがコーポラ

ティブの目標である。 

   国家における人民の同志の共同責任と共同創造は、もはや、現体制の政

党の機械的装置を通じて行われることはなく、そこでは常に幻想にとど

まっているが、企業において現実となるであろう。人間は、常に自分とは

異質のままである政党の中に生まれるのではなく、有機的な国家共同体の

中で成長し、生活し、人生の大部分を国家共同体とその国家経済組織構造

の中で働くことに費やすからである。したがって、ここに、彼が熱望する

自由と共同責任の基礎がある（利益分配も参照）。国家による国民経済の

枠組み計画もまた、企業を通じて行われる（「計画」を参照）。 

   企業の国家への統合は、政治的には、それ自体が国家社会主義党の下部

組織である労働者戦線（国家社会主義ドイツ労働者党を参照）の指導の助

けを借りて行われる。制度的には、例えばNSDAP党綱領の第25節に示さ

れているように、国家社会主義人民国家の企業的構造を通じて行われ、人

民の最高かつ中央の代表としてのシュテンドパルラメント（領地議会）で

頂点に達する。 
  

60 - WAR 
    

   通常の残虐宣伝の最も一般的な非難の一つは、国家社会主義は戦争を意

味し、国家社会主義ドイツ労働者党は戦争を解き放つことに目標を置いて

いる、あるいは、過去にそうしてきたというものです。このような主張は

事実無根であり、戦後のドイツでNSDAPを迫害し禁止するための口実と

してしか機能しない。 

   国家社会主義の科学的認識論-生物学的人文主義-は、生存のための闘争

を、遺伝と分化のほかに、人間共同体の生活における最も重要な自然界の

法則であると宣言し、国家社会主義は、闘争を通じて常に最高のものを選

別し、未来のより高い人間性が具現された民族的エリートの形成を達成す

るという政治目的をそれによって正当化している。国家社会主義はまた、

人種的闘争に世界史の感動的な原理を認め、人種的分離政策と人種的法律
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の助けを借りてそれを行う（「人種」の項も参照）。そして最後に、国家

社会主義は、十分な生活空間の獲得と保全が、民族の種の保存と発展のた

めの前提条件であることを宣言する。 

   歴史的に見れば、国家とその責任ある指導者のこうした生物学的に肯定

的で必要な任務（存続のための闘争、選択、人種隔離、生活空間など）は

すべて（勝利した）戦争によって促進されたことは議論の余地がない。こ

うして、古代ギリシャの哲学者ヘラクレイトスの有名な言葉が理解される

ことになる。  

  

"戦争はすべてのものの父である" 

  

   近代的な技術による大量破壊兵器の時代には、戦争はもはや生物学的に

最も強い者の勝利という生物学的に肯定的な戦いではなく、参加するすべ

ての民族にマイナスの選択をもたらすことが、すでに第一次世界大戦で証

明されている。20世紀後半のヨーロッパの衰退と退廃は、前半の二つの世

界大戦によって起こったこのマイナスの選別に本質的な原因がある。
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NSDAPとその指導者アドルフ・ヒトラーは、第一次世界大戦の前線兵士

として、このことを早くから認識していたため、戦争を回避しようとし、

民族の種の保存と発展のために必要となった生活空間のための戦争だけ

を、倫理的に正当なものとして一切宣言した（倫理も参照のこと）。 

   民主主義を背景とする自由資本主義の世界政治夜間体制とシオニズム

は、1939/50JdFの戦争を解き放ち、生活空間のための戦争と東方のボル

シェビズムとの戦いだけを主導しようとした国家社会主義ドイツに、新た

な世界大戦を強いることになったのである。その結果、新世代の国家社会

主義は、今日、自由資本主義に主敵を見いだし、東方拡大論を放棄し、原

子時代には、戦争は、当面、政治の選択と手段という意味での闘争ではつ

いになくなったという信念を抱いている。その一方で、戦争は、国家、さ

らには人類一般にとって自殺の危機となった。 

   しかしながら、国家社会主義は、闘争そのものを、積極的な生物学的必

然性とみなし、それは、しかし、もはや戦争として行うことができ、また

行わなければならない。生命に属し、その終わりが死を示すだけの闘争を

非難することなく、国家社会主義は、今日、これまで以上に平和運動とし

て、唯一の真の平和--正義の平和と人民の自決権、種の保存と種の発展を

可能にし確保する平和、さらに正の選択を再び可能にするための闘争共同

体として、自らをとらえているのだ。 
  

61 「戦争責任の嘘 
  

   国家社会主義ドイツが第二次世界大戦の勃発に単独または主要な責任を

負っていた、あるいは、国家社会主義は根本的に戦争を求めるものであ

り、したがって犯罪者であるという主張は、ヨーロッパのユダヤ人に対す

るホロコーストの嘘と並んで、敵の残虐行為のプロパガンダの最も人気の

ある非難の一つである。実際には、歴史修正主義者の歴史学によって、ド

イツは両世界大戦においてほとんど罪がないことが長い間確認されてき

た。しかし、敵の残虐宣伝に対する防御は、新戦線の思想共同体の宣伝の

仕事ではなく、民衆教育（党内：訓練）に委ねられているのである。 

   その代わりに、新戦線は、闘争がすべての人間生活と共同体生活、およ

びすべての発展の決定的な法則であるという国家社会主義の洞察を誇りを

持って認め、兵士の生活に対する戦闘的態度は、国家社会主義の人間性の
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モデルであり、現在もそうであり、今もそうであると述べている。しか

し、それと同様にはっきりと、原子時代には、戦争はもはや政治の手段

とはなりえず、したがって拒否されるべきであり、非原子力の領域にお

いてさえ、戦争はそれ自体が目的ではなく、常に目的への手段でしかな

く、一般に、民族や人種の種の保存と発展を促す範囲でのみ倫理的に正

当化されるが、それらを脅かす場合はそうではないことを宣言する

（「倫理」の項を参照）。 

   したがって、国家社会主義は、戦争を意味しない。国家社会主義は、平

和であり、それは、安全で十分な生活空間における人民の自己決定権に

基づいてのみ可能である。新戦線にとって、この目標への道は、中立政

策、東方への国家政策、大規模なヨーロッパ秩序としての第四帝国の確

立のための努力である（ヨーロッパも参照）。積極的な国家平和政策

は、戦争責任の嘘に最もよく、最も印象的に反駁する。 



8 

卍の下で楽しむ 
  

国家社会主義者の活動には、明るい場面もあるのですゲルハルト・ラウク

の小冊子「Fun Under the Swastika」からの抜粋を紹介します。 
  

37. 
  

   真実はフィクションよりも面白いことがある。人類の起源に関する最も

優れた研究である「人種の起源」は、カールトン・S・クーンという人類

学者によって書かれたものである。さらに面白いことに、彼はその先駆的

な研究の中で、現代のアフリカの黒人は、絶滅した原始的なコーカソイド

部族とピグミーとの間の結合の子孫であることを証明したのである。 
    

38. 
  

   ベルリンの壁が崩壊して間もなく、私たちは（以前は共産主義に支配さ

れていた）中央ドイツをドライブすることにしました。ところが、小さな

田舎道で車が泥沼にはまり込んでしまった。 

   兵士を満載したロシア軍のトラックがやってきた。私たちは手を振って

助けを求めた。しかし、そのロシア軍将校は、明らかに我々の苦境を楽し

んでいるようだった。ドイツ人は助けない！」とでも思っているような顔

で、ニヤニヤしていた。 

   ところが、運転手が「助けてくれ」と10西ドイツ・マルク（約6ドル）

の大金を差し出すと、彼は態度を一変させた。ロシア語で部下に命令する

のだが、その部下はみんなきれいな制服を着ている。トラックから泥の中

に飛び込み、泥まみれになりながら、私たちを押し出してくれた。 

   赤軍の将校がよほど愚かで、強力な軍用トラックで私たちの小さな車を

押すように運転手に命令したのか、それとも自分の部下に無頓着だったの

か、どちらかだ。 

   とにかく、赤軍が忠実な国家社会主義者でいっぱいのドイツの民間車を

助けに来たことを面白がっていました...明らかに彼が知らないことです 
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